
□コラボレーション区域実施設計の進め方
9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

【パーククラブ】 
 
  ①想いをまとめる（アンケート） 
   区域の活動ｺﾝｾﾌﾟﾄの方向性 
   ・活用：イベントやレクリエーションなど、 
        アクティブに頻繁に使われる場所 
   ・保全：頻繁に使われず、たまに草刈りや 
        整備などが必要な場所 
   ・保存：ささゆりなど保存すべき植物など 
        がある場所。使われることはない。 
                   ↓ 
  ②保全・活用・保存ｿﾞｰﾆﾝｸﾞの整理（WS） 
  ③活動・整備イメージの抽出整理（WS） 

 

【大阪府立大学】 
 
  ・現況基礎データの解析 
   （地形・植生・園路からの距離・標高etc） 
  ・20mメッシュ程度で各データを重ねて 
   科学的解析に基づくゾーニング案の作成 

【大阪府】 
 
  ・現況基礎データの整理 
  （地形・傾斜・植生・景観・棚田跡分布etc） 
           ↓ 
  ・区域の特性・資源・課題の整理 

第4回運営会議 第6回運営会議 第5回運営会議 第3回運営会議 

【大阪府】 
 
  ・ﾊﾟｰｸｸﾗﾌﾞ、大阪府立大学の両ゾーニング案の、整合を図る 
  ・各施設の設計 
   

協議３ 

【大阪府】 
 
  ・H23追加区域の調査 
  （植生・哺乳類・鳥類etc） 
           ↓ 
  ・H23追加区域の特性・資源・課題の整理 

【パーククラブ】 
   
  ①H23追加区域の現地調査をふまえた 
   保全・活用・保存ｿﾞｰﾆﾝｸﾞ（WS） 

↓ 
  ②活動・整備イメージの抽出整理（WS） 
    
   

現地にてWS 

【パーククラブ】 
 
  ・想いをまとめた保全・活用・保存ゾーニング案の作成 
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